
１

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
時
代
の
自
治

体
の
情
報
化
と
近
年
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
ブ
ー
ム
を
受
け
て
の
自
治
体
の
情
報

化
の
比
較

①
―
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
の
時
代
背
景
と
自
治

　
　
体
の
対
応

　
自
治
体
が
高
度
情
報
化
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
、
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想

（
郵
政
省
）
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
構

想
（
通
産
省
）
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
シ
テ
イ
構

想
（
建
設
省
）
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
地
域
情
報
化
構
想

が
相
次
い
で
提
唱
さ
れ
た
こ
と
が
直
接
的
な
契
機
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
が
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー

ム
と
い
わ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
地
方

分
散
を
図
る
三
全
総
（
一
九
七
七
年
）
か
ら
、
多
極

分
散
型
国
土
の
形
成
を
目
指
す
四
全
総
の
策
定
（
一

九
八
七
年
）
に
か
か
る
時
で
あ
り
、
国
及
び
地
方
自

治
体
の
財
政
再
建
途
上
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
自
治
体
の
情
報
化
計
画
は
、
産
業
振
興
に
つ

な
が
る
計
画
内
容
を
取
り
入
れ
る
傾
向
が
強
く
現
れ
、

例
え
ば
、
テ
レ
ト
ピ
ア
指
定
が
行
わ
れ
た
第
一
次
指

定
（
一
九
八
五
年
）
、
第
二
次
指
定
（
一
九
八
六
年

～
八
七
年
）
の
計
六
十
三
地
域
の
テ
レ
ト
ピ
ア
タ
イ

プ
で
は
、
表
―
１
の
よ
う
に
産
業
振
興
を
期
待
す
る

内
容
が
多
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
元
年
と
い
わ
れ
た
一
九
八
五
年

頃
、
自
治
体
は
地
域
情
報
化
の
課
題
に
か
な
り
戸
惑

い
、
精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
を
感
じ
つ
つ
、
こ
の

よ
う
な
選
択
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
辺
の

状
況
に
つ
い
て
は
「
地
域
情
報
化
戦
略
」
（
㈱
情
報

通
信
総
合
研
究
所
編
、
日
刊
工
業
新
聞
社
、
一
九
八

六
年
二
月
）
に
も
実
状
が
紹
介
さ
れ
、
当
時
の
自
治

体
の
対
応
ぶ
り
の
一
端
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
情
報
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
地
域
の

行
動
基
準
と
な
る
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
以
下
の
よ

う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ア
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
論

　
情
報
化
と
い
う
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
と
地
域
全
体

の
社
会
経
済
が
停
滞
し
、
逆
に
そ
の
分
、
他
都
市
に

先
取
り
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
意
識
型
。

イ
一
番
手
の
名
誉
論

　
と
に
か
く
「
他
地
域
に
さ
き
か
け
て
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
・
フ
レ
ー
ズ
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
よ
う
と
い
う
逃
げ
馬
型
。

ウ
時
期
成
熟
化
論

　
こ
こ
で
情
報
化
を
推
し
進
め
て
も
、
ほ
ぼ
間
違
い

な
い
段
階
に
な
っ
た
と
い
う
高
踏
的
判
断
型
。

エ
み
ん
な
で
わ
た
れ
ば
論

　
学
識
経
験
者
、
市
民
、
企
業
な
ど
か
ら
な
る
委
員

会
に
判
断
を
委
ね
、
共
同
責
任
を
と
る
と
い
う
運
命

共
同
型
。

オ
ひ
と
の
ふ
ん
ど
し
論

公
衆
電
気
通
信
業
者
や
情
報
関
連
業
者
の
協
力
を
と

り
つ
け
な
が
ら
い
け
ば
、
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る

だ
ろ
う
と
い
う
協
力
要
請
型
。

カ
自
然
成
就
論

　
情
報
化
と
い
う
の
は
自
然
の
ま
ま
に
、
必
要
な
ら

ば
民
間
が
、
神
の
見
え
ざ
る
手
の
ま
ま
に
活
動
し
、

成
立
し
て
い
く
も
の
だ
と
い
う
達
観
型
。

キ
目
だ
ま
づ
く
り
論

　
今
ま
で
の
政
策
に
な
か
っ
た
新
し
い
目
だ
ま
を
つ

く
る
必
要
か
ら
、
情
報
化
を
打
ち
出
す
と
い
う
政
策

型
。

ク
人
の
ふ
り
み
て
論

　
先
行
す
る
諸
地
域
の
動
向
を
み
な
が
ら
、
人
並
み

に
つ
い
て
い
こ
う
と
い
う
追
従
型
。

ケ
情
報
化
神
風
論

　
今
ま
で
停
滞
を
続
け
て
い
た
町
が
こ
れ
で
蘇
る
の

で
は
な
い
か
と
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
他
力

本
願
型
。

コ
と
り
あ
え
ず
参
加
論

　
と
り
あ
え
ず
モ
デ
ル
地
域
指
定
等
の
資
格
さ
え
と
っ

て
お
け
ば
、
後
々
困
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
か
ら
や
っ

て
み
る
か
と
い
う
キ
ッ
カ
ケ
型
。

サ
犬
の
遠
吠
え
論

　
政
策
上
都
合
の
良
い
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
や
政

治
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
て
、
関
係
者
に
や
い
の

１
―
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
時
代
の
自
治

　
　
体
の
情
報
化
と
近
年
の
マ
ル
チ
メ
デ
子

　
　
ア
ブ
ー
ム
を
受
け
て
の
自
治
体
の
情
報

　
　
化
の
比
較

２
―
先
進
的
な
自
治
体
の
動
向

３
―
高
度
情
報
化
に
向
け
た
行
政
組
織
の
あ

　
　
り
方
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や
い
の
言
う
姿
勢
を
保
っ
て
お
く
と
い
う
弁
士
型
。

シ
な
い
も
の
ね
だ
り
型

　
で
き
る
だ
け
背
伸
び
し
た
、
高
度
な
構
想
を
打
ち

出
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
有
力
ど
こ
ろ
に
働

き
か
け
、
う
ま
く
い
け
ば
し
め
た
も
の
と
い
う
陳
情

型
。

ス
独
力
独
歩
型

　
行
政
自
体
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
、
地
域

の
方
針
を
決
め
、
あ
く
ま
で
行
政
の
手
の
う
ち
で
う

ご
か
そ
う
と
い
う
指
導
型
。

セ
錦
の
御
旗
論

　
な
に
が
な
ん
で
も
国
の
指
定
を
受
け
て
、
行
政
の

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
い
う
大

儀
名
分
型

②
―
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
へ
の
移
行
過
程

　
現
在
は
、
四
全
総
か
ら
五
全
総
の
策
定
に
係
る
時

期
で
あ
り
、
ま
た
、
バ
ブ
ル
経
済
の
破
綻
か
ら
景
気

低
迷
状
態
に
あ
り
、
経
済
的
に
も
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

ブ
ー
ム
の
頃
に
よ
く
似
た
状
況
下
に
あ
る
。
現
在
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
に
対
す
る
自
治
体
の
反
応

は
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
当
時
と
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
い
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
「
バ
ス
に
乗
り

遅
れ
る
な
論
」
、
「
一
番
手
の
名
誉
論
」
、
「
目
だ
ま
づ

く
り
論
」
、
「
と
り
あ
え
ず
参
加
論
」
、
「
錦
の
御
旗
論
」

な
ど
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
十
年
前
と
は
時
代
背
景

が
か
な
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
次
の
よ
う
な
新
た
な
環
境
の
変
化
が

起
き
て
い
る
。

ア
自
治
省
に
よ
る
地
域
情
報
化
計
画
策
定
の
指
針

　
自
治
省
で
は
、
地
域
情
報
化
事
業
を
モ
デ
ル
地
域

指
定
方
式
に
よ
っ
て
指
定
を
受
け
た
自
治
体
以
外
で

も
全
国
的
に
推
進
す
べ
き
課
題
と
し
て
認
識
し
、
各

地
方
自
治
体
が
自
主
的
、
主
体
的
に
地
域
の
情
報
化

を
進
め
る
た
め
の
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
地
域

情
報
化
の
推
進
に
関
す
る
指
針
」
を
九
十
年
一
月
に

定
め
、
ま
た
、
指
針
を
具
現
化
す
る
た
め
事
業
手
法

や
財
政
適
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

イ
Ｎ
Ｉ
Ｉ

　
ゴ
ア
米
国
副
大
統
領
が
提
唱
し
た
情
報
ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ウ
ェ
ー
構
想
を
受
け
、
九
三
年
九
月
、
米
国
は

全
て
の
米
国
民
が
相
互
に
大
量
の
情
報
を
や
り
と
り

で
き
る
Ｎ
Ｉ
Ｉ
構
想
の
推
進
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
構
想
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
関
連
が
あ
る
と
の

見
方
も
あ
る
。

ウ
放
送
と
通
信
の
融
合

　
九
三
年
十
二
月
、
郵
政
省
は
通
信
と
放
送
の
融
合

を
認
め
る
方
針
を
お
り
こ
ん
だ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
関
す
る

規
制
緩
和
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
伝
達
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
自
治
体
ま
た
は
公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
が
実
施

し
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
整
備
状
況
は
、
自
治
体
直
営

方
式
―
七
十
八
、
公
社
方
式
―
ニ
、
第
三
セ
ク
タ
ー

方
式
―
百
六
十
七
、
そ
の
他
に
よ
る
も
の
―
十
一
で

総
事
業
者
数
は
二
百
五
十
八
と
な
っ
て
い
る
。

エ
電
通
審
の
答
申

　
高
度
化
さ
れ
た
新
た
な
情
報
通
信
基
盤
は
知
的
社

会
を
構
築
す
る
上
で
最
も
重
要
な
社
会
資
本
と
な
る

べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
「
2
1
世
紀
の
知
的
社
会

へ
の
変
革
に
向
け
て
―
情
報
通
信
基
盤
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
ー
」
と
題
さ
れ
た
答
申
が
九
十
四
年
五
月
に
電

気
通
信
審
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
二
〇
一

〇
年
ま
で
に
全
国
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し
よ

う
と
す
る
構
想
で
、
日
本
版
Ｎ
―
Ｉ
構
想
と
も
受
け

特
集
・
大
都
市
と
高
度
情
報
化
①
大
都
市
と
高
度
情
報
化

と
め
ら
れ
る
構
想
で
あ
る
。

オ
次
世
代
通
信
網
の
実
験
開
始

　
次
世
代
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
活
用
を
睨
ん
で

光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
を
活
用
し
た
実
験
が
表
―
２
の
よ

う
な
地
域
・
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

カ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
利
用
の
伸
び
が
著
し
い
世

界
最
大
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

画
像
・
音
声
と
い
っ
た
様
々
な
形
態
の
情
報
が
扱
え
、

誰
も
が
容
易
に
情
報
受
発
信
者
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
り
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
九
五
年
一
月
現
在
四

百
八
十
五
万
二
千
台
の
ホ
ス
ト
が
接
続
さ
れ
、
全
世

界
の
利
用
者
数
は
、
約
五
千
万
人
と
見
積
も
ら
れ
て

い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
の
利

用
で
あ
り
、
国
内
に
お
い
て
は
九
五
年
七
月
現
在
、

少
な
く
て
も
六
百
三
十
二
団
体
が
Ｗ
Ｗ
Ｗ
サ
ー
バ
ー

を
構
築
・
提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
地
方
自
治
体
で
も
Ｗ
Ｗ
Ｗ

に
よ
る
情
報
提
供
が
行
わ
れ
て
お
り
、
福
島
県
、
東

京
都
、
新
潟
県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
和
歌
山
県
、

兵
庫
県
、
大
分
県
、
熊
本
県
、
沖
縄
県
、
千
歳
市
、

札
幌
市
、
米
沢
市
、
会
津
若
松
市
、
千
葉
市
、
横
浜

市
、
京
都
市
、
神
戸
市
、
宗
像
市
、
別
府
市
な
ど
が

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
刺
激
さ
れ
て
、
今
年
度

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
た
め
の
予
算
措
置
を
と
る

自
治
体
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。

　
つ
い
最
近
ま
で
利
用
者
数
が
少
な
い
と
し
て
パ
ソ

コ
ン
通
信
す
ら
敬
遠
し
て
い
た
自
治
体
か
ら
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
れ
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ

表―２　次世代通信網の実験注
）
Ｗ
Ｗ
Ｗ
＝
W
o
r
l
d
　
W
i
d
e
　
W
e
b

文
字
だ
け
で
な
く
、
音
声
や
画
像
等
を
統

合
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
受
発
信
す
る
サ
ー

バ
ー
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
。
世
界
各
地
の

サ
ー
バ
ー
の
持
つ
情
報
ど
う
し
が
網
の
目

の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
見

て
い
る
情
報
の
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
別

の
情
報
に
ジ
ャ
ン
プ
し
、
関
連
し
て
い
る

情
報
を
次
々
と
得
ら
れ
る
。
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も
新
し
い
ブ
ー
ム
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
主
役
は
放
送
と
通
信
の
融
合

を
背
景
と
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
Ｎ
Ｉ
Ｉ
構
想
を
背
景
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ

て
い
る
。

キ
個
人
端
末
機
の
普
及

　
一
時
期
、
地
域
情
報
化

に
お
い
て
、
端
末
機
の
操

作
が
苦
手
な
人
が
多
い
と

い
う
理
由
か
ら
情
報
化
の

進
展
が
問
題
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
・
今
後
の

社
会
で
は
こ
の
よ
う
な
理

由
は
通
用
し
な
く
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
今

日
で
は
、
表
―
３
の
よ
う

に
パ
ソ
コ
ン
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
及

び
ワ
ー
プ
ロ
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
ワ
ー
プ
ロ
）
の
世
帯
普

パソコン・ワープロの世帯普及率表―３

及
率
が
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
の
頃
に
比
べ
て
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。
特
に
ワ
ー
プ
ロ
は
八
九
年
か

ら
九
四
年
に
か
け
て
二
倍
以
上
の
普
及
率
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
家
庭
で
の
ゲ
ー
ム
機
の
普

及
、
学
校
教
育
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
教
育
、
職
場
の

Ｏ
Ａ
化
等
が
、
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
の
導

入
を
促
進
し
た
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
の
世
界
同
時
進
行

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
が
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー

ム
と
異
な
る
こ
と
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
言

葉
が
外
国
で
も
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
全

ン
ダ
開
催
）
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
会
議

イ
ベ
ン
ト
が
世
界
で
同
時
並
行
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
に
引
き
続
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ブ
ー
ム
が
沸
き
上
が
っ
て
き
た
が
、
「
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
も
た
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
世
界
的
な
ト
レ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
ば
ら
く
の
間
は
日
本
の
各
自
治
体
は
こ
れ
ら

の
ト
レ
ン
ト
も
追
い
か
け
る
こ
と
が
充
分
に
予
想
さ

れ
る
。
こ
の
ブ
ー
ム
は
か
つ
て
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

ブ
ー
ム
よ
り
も
息
の
長
い
も
の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

先
進
的
な
自
治
体
の
動
向

　
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
を
経
て
多
く
の
自
治
体

が
地
域
情
報
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
と
し
て
整
備
さ
れ
た
傾
向
に
つ
い
て
は
、

図
―
１
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
全
体
的
に
み
れ

ば
、
自
治
体
が
関
与
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
安

全
面
、
文
化
面
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
け
る
も
の

と
な
る
。
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
当
初
の
テ
レ
ト

ピ
ア
タ
イ
プ
（
前
掲
表
―
１
）
の
よ
う
な
産
業
振
興

面
が
多
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
自
治
体
に
お
け
る
情
報
化
の
課
題
に
は
戦
略
設
定

図―１　地域情報通信システムの導入数（都道府県・市町村計）
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２ ラ
ム
設
立
（
一
九
八
九
年
）
、
第
一
回
｢
M
u
l
t
i
m
e

d
i
a

E
x
P
o
」
(
一
九
八
九
年
米
国
開
催
)
､
第

一
回
｢
M
u
l
t
i
m
e
d
i
a

D
e
v
e
l
o
p
e
r
'
s
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
」

(
一
九
九
一
年
米
国
開
催
)
､
第
一
回
｢
E
u
r
o
p
e
a
n

M
u
l
t
i
m
e
d
i
a
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
」
（
一
九
九
一
年
オ
ラ

世
界
的
な
ト
レ
ン
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
国
際
会
議
フ
ォ
ー



特
集
・
大
都
市
と
高
度
情
報
化
①
大
都
市
と
高
度
情
報
化

①
―
地
域
戦
略
の
中
で
地
域
情
報
化
を
的
確
に
位
置

　
　
づ
け
て
い
る
大
都
市
の
例

　
地
域
情
報
化
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
定
義
づ
け
を

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
情
報
化
を
各
地
域
で
ど
の

型
課
題
と
問
題
解
決
型
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
戦
略
設
定
型
に
つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
の
戦
略
的
発
想
に
よ
る
も
の
で
、
地
域
の
特
徴

を
活
か
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
新
し
い
特
徴
を
創
出

し
、
地
域
間
競
争
に
も
打
ち
勝
ち
、
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
な
が
る
情
報
化
と
い
え
る
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
研
究
開
発
支
援
、

中
枢
機
能
支
援
、
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
高
度
都

市
機
能
支
援
、
地
域
連
携
支
援
、
国
際
発
展
支
援
等

の
基
盤
整
備
と
し
て
情
報
化
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
例
の
典
型
的
な
事
例
は
、
大
阪
臨
海
部
、
東

京
臨
海
部
副
都
心
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
の

情
報
化
等
の
臨
海
部
開
発
地
区
の
情
報
化
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
札
幌
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
、

関
西
学
術
研
究
都
市
「
け
い
は
ん
な
」
、
京
都
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
、
岐
阜
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仙
台
テ
レ
ポ
ー
ト
整
備
計

画
」
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
名
を

あ
げ
た
岐
阜
県
立
美
術
館
な
ど
も
戦
略
的
に
新
た
な

拠
点
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
問
題
解
決
型
に
つ
い
て
は
、
地
域
が
抱
え
る
問
題

に
対
し
て
、
情
報
化
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
地
域
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
情
報
化
と
い
え
る
。

均
衡
あ
る
地
域
づ
く
り
ど
し
て
、
中
小
企
業
支
援
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
行
政
、
防
災
・
防
犯
等
の
都
市
環

境
支
援
等
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
情
報
化
を
進
め
る

こ
と
で
あ
る
。
地
味
で
は
あ
る
が
自
治
体
に
お
け
る

情
報
化
の
基
本
と
も
い
え
る
課
題
で
あ
る
。

表―4　地域情報化の考え方
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よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
が
理
解
で
き
る
。
も
は

や
、
地
域
情
報
化
は
電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
が
、
大
都
市
、
地
方
都
市
に
か
か
わ
ら
ず

共
通
し
た
認
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
表
―
４
か
ら

理
解
で
き
る
。

②
―
情
報
化
へ
の
取
組
に
対
す
る
基
本
理
念
と
し
て

　
　
参
考
に
す
べ
き
例

　
地
域
情
報
化
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
基
本
計

画
に
お
け
る
基
本
理
念
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
的
な
基
本
方
針
等
が
明
確
に
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
あ
げ
る
基
本
理
念
は
、

と
か
く
技
術
面
が
先
行
し
が
ち
な
情
報
化
の
進
展
の

中
で
、
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
検
討
す

る
上
で
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

ア
東
京
都
地
域
情
報
化
推
進
計
画
（
九
二
年
三
月
）

　
基
本
理
念
と
し
て
、
「
情
報
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

実
現
―
合
理
性
や
効
率
化
が
優
先
さ
れ
が
ち
な
高
度

情
報
化
社
会
に
お
い
て
、
人
間
性
を
最
大
限
に
尊
重

す
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
積
極
的
な
利
活
用
に
よ
っ
て
豊
か
な
人

間
ら
し
い
生
活
の
実
現
を
目
指
す
―
」
、
「
情
報
民
主

主
義
の
確
立
―
氾
濫
す
る
情
報
の
中
で
都
民
が
必
要

と
す
る
情
報
を
的
確
に
取
捨
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
り
、
情
報
の
利
活
用
面
で
都
民
の
主
体

性
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
―
」
、
「
情
報
福
祉
社

会
の
実
現
―
高
齢
者
も
障
害
者
も
、
全
て
の
人
が
い

き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
平
等
な
社
会
の
形

成
に
情
報
化
を
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
―
」
の
三

点
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
設
定
し
た
地
域
情
報
化
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
「
人
に
や
さ
し
い
情
報
環
境
―

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
―
」
で
あ
る
。

イ
仙
台
市
情
報
化
基
本
計
画
（
九
二
年
三
月
）

　
仙
台
市
情
報
化
基
本
計
画
で
は
、
「
情
報
自
在
都

市
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
す
る
「
杜
の
都
の
良

好
な
環
境
の
も
と
に
、
独
自
性
あ
ふ
れ
る
情
報
・
文

化
を
世
界
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
発
信
し
続

け
る
街
。
全
て
の
市
民
、
企
業
が
自
由
自
在
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
街
。
」
を
基
本
理
念
と
し

て
い
る
。

ウ
相
模
原
市
高
度
情
報
化
整
備
構
想
（
九
一
年
三
月
）

　
相
模
原
市
高
度
情
報
化
整
備
構
想
で
は
基
本
理
念

と
し
て
「
や
さ
し
く
て
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
相
模
原
の

情
報
化
」
を
掲
げ
、
「
た
の
し
い
情
報
化
―
気
軽
に

楽
し
め
る
こ
と
―
」
、
「
た
の
も
し
い
情
報
化
―
活
力

を
生
み
出
す
こ
と
―
」
、
「
た
し
か
な
情
報
化
―
安
全
、

確
実
性
を
追
求
す
る
こ
と
―
」
を
基
本
方
向
と
し
て

い
る
。

　
　
「
全
て
の
市
民
」
、
「
誰
も
が
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

は
自
治
体
に
共
通
す
る
目
標
で
あ
る
が
、
い
か
に
高

度
情
報
化
技
術
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
を
実
現
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
姿
勢
が
若
干
な
が
ら
も
見
え
始
め
て
い

る
。

⑦
東
京
都
の
場
合

　
東
京
都
の
行
政
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
と
み
ん
ず
」

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
と
み
ん
ず
」

は
自
治
体
が
住
民
へ
行
政
情
報
や
地
域
情
報
を
提
供

す
る
先
進
的
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
利
用
者
層
を
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
都
民
の
全
て
と
し
て
、
あ
る
程
度
の
利
用
実
績
を

得
、
一
応
の
成
果
は
得
ら
れ
た
も
の
の
、
様
々
な
住

民
層
や
専
門
的
職
種
が
多
様
に
混
在
す
る
東
京
都
の

地
域
特
性
、
特
殊
性
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
、
利
用
者
の

意
識
の
変
化
に
応
え
う
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
東
京
都
の
地
域
特
性

に
見
合
っ
た
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
へ
と
改
善
す
る
よ

う
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

イ
仙
台
市
の
場
合

　
仙
台
市
の
場
合
、
福
祉
都
市
を
標
榜
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
情
報
化
に
お
い
て
も
新
し
い
試
み
が
あ

る
。
九
四
年
、
外
出
が
困
難
な
体
の
不
自
由
な
人
を

対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
通
信
講
座
を
開
き
、
ま
た
、

通
信
機
器
の
購
入
費
や
回
線
使
用
料
の
一
部
も
助
成

す
る
も
の
で
、
政
令
都
市
で
は
初
の
試
み
で
あ
る
。

　
講
習
会
と
助
成
は
、
市
が
九
四
年
か
ら
始
め
る
身

体
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
と
し
て

行
う
も
の
で
一
～
三
級
の
身
障
者
手
帳
所
持
者
の
う

ち
、
外
出
が
困
難
か
視
覚
な
い
し
聴
覚
障
害
者
を
対

象
と
し
て
い
る
。
講
習
会
は
無
料
で
、
㈱
コ
ミ
ネ
ッ

ト
仙
台
（
仙
台
市
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
パ

ソ
コ
ン
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
）
の
職
員
が
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
年
度
の
所
得
税
非
課
税

世
帯
に
住
む
一
～
三
級
の
身
障
者
手
帳
所
持
者
に
は
、

個
人
で
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
始
め
る
際
、
通
信
機
器
な

ど
の
購
入
費
の
三
分
の
一
　
（
限
度
額
七
万
円
）
や
回

線
使
用
料
（
年
間
二
万
四
千
円
）
を
市
が
助
成
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
㈱
コ
ミ
ネ
ッ
ト
仙
台
で
は
点
字
利
用
者

用
端
末
を
導
入
し
て
お
り
、
情
報
面
に
お
け
る
福
祉

機
能
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

ウ
神
戸
市
の
場
合

　
神
戸
市
の
「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
（
㈱
神
戸
ハ
ー
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③
―
上
記
の
戦
略
・
理
念
に
基
づ
い
て
高
度
情
報
化

　
　
技
術
を
適
用
し
て
い
る
先
進
事
例



バ
ー
ラ
ン
ド
情
報
セ
ン
タ
ー
）
は
、
す
べ
て
の
人
が

住
み
続
け
た
い
、
ま
た
訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る
ま

ち
「
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
都
市
」
を
目
指
し
て
お
り
、

こ
れ
を
情
報
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
実
現
し
よ
う
と

し
て
構
築
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

　
　
「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
は
、
市
政
情
報
、
制
度
情

報
、
人
材
情
報
、
施
設
情
報
、
講
座
情
報
等
情
報
提

供
を
行
う
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
中
心
に
し
た
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
が
、
先
に
事
業
化
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
プ
テ
ン

シ
ス
テ
ム
（
神
戸
ポ
ー
ト
キ
ャ
プ
テ
ン
㈱
）
と
情
報

を
共
有
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
端
末
で
も
利
用
可
能
な
シ

ス
テ
ム
へ
と
柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
プ

テ
ン
シ
ス
テ
ム
は
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
の
時
に

注
目
さ
れ
、
多
く
の
自
治
体
が
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
端
末
の
普
及
が
思
わ
し
く

な
く
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
廃
止
し
た

例
も
あ
る
。
神
戸
の
場
合
に
は
一
つ
の
メ
デ
ィ
ア
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
既
存
の
情
報
資
源
も
活
用
し

な
が
ら
柔
軟
に
新
し
い
シ
ス
テ
ム
と
の
融
合
を
は
か

り
つ
つ
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ァ
ク
ス
や
電
話
機
を
用
い
た
音
声
応
答
シ

ス
テ
ム
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

３

高
度
情
報
化
に
向
け
た
行
政
組
織
の
あ

り
方

　
　
地
域
情
報
化
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
自

　
治
体
直
営
、
公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
が
お
こ
な
っ

　
て
い
る
が
、
前
掲
図
―
１
で
示
し
た
地
域
情
報
通
信

　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
例
に
お
い
て
は
、
整
備
済
・
開
発

　
中
の
事
業
数
五
千
六
百
二
十
九
件
中
、
五
千
百
十
一

件
と
圧
倒
的
に
自
治
体
直
営
が
占
め
て
い
る
。

　
　
高
度
情
報
化
の
進
展
の
中
で
自
治
体
の
役
割
に
は
、

事
業
実
施
主
体
と
な
る
ほ
か
に
、
情
報
化
計
画
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
継
続
性
を
保
つ
必
要
が
あ
る
。
特
に
技

術
面
に
お
け
る
情
報
環
境
の
変
化
、
市
民
の
情
報
ニ
ー

ズ
の
質
的
変
化
な
ど
は
当
然
あ
る
も
の
と
し
て
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に

は
行
政
組
織
の
見
直
し
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。

　
　
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ム
当
時
の
地
域
情
報
化
計

特
集
・
大
都
市
と
高
度
情
報
化
①
大
都
市
と
高
度
情
報
化

画
を
策
定
し
た
多
く
の
自
治
体
で
は
、
企
画
部
門
な

い
し
は
電
算
シ
ス
テ
ム
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
が
担

当
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
自
治
体
が
高
度
情
報
化

を
推
進
し
て
い
く
場
合
に
は
、
従
来
の
縦
割
り
型
か

ら
水
平
型
へ
と
移
行
し
、
縦
横
断
的
な
組
織
が
必
要

と
さ
れ
、
情
報
連
絡
室
、
情
報
政
策
課
、
情
報
化
推

進
室
な
ど
の
組
織
を
新
た
に
設
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
情
報
化
と
い
う
も
の
が
従
来
の
縦
割
り
組
織

に
馴
染
ま
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　
仙
台
市
の
場
合
、
仙
台
市
情
報
化
基
本
計
画
策
定

（
九
二
年
三
月
）
の
あ
と
、
情
報
化
推
進
計
画
と
し

て
実
行
計
画
を
三
年
ご
と
に
見
直
す
作
業
が
定
着
し

て
い
る
。
現
在
は
九
三
～
九
五
年
度
の
推
進
計
画
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て

次
期
推
進
計
画
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
ど
こ
の
自
治
体
で
も
ロ
ー

リ
ン
グ
的
に
見
直
さ
れ
て
い
く
の
が
定
着
し
て
お
り
、

情
報
化
に
関
し
て
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
Λ
（
株
）
情
報
通
信
総
合
研
究
所
社
会
シ
ス
テ
ム

研
究
部
長
Ｖ
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